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論 文 内 容 の 要 旨 
 
【目的】胎児動脈血流における収縮期加速時間を測定し、妊娠の進行ならびに部位による変化を明ら
かにすること 
【対象】妊娠 18 週から 40 週までの正常単胎妊婦 70 例 
【方法】拡張末期最低血流速度点と収縮期最高血流速度点とを決定し、その間の時間を血流加速時間
acceleration time AT と定義。超音波パルスドプラ法で中大脳動脈、胎児下行大動脈、臍帯動脈に
おいて血流速度波形を採取し、それぞれの結果を週数毎に比較検討した。Sampling point による影
響を排除するため、下行大動脈における計測点は横隔膜直下、臍帯動脈は胎児膀胱辺縁部を通過する
部位とした。超音波装置は 3.5MHｚのコンベックス型探触子を装着した GE横河 Logiq500 を用い、装
置内臓の自動トレース機能により血流波形上の測定点を決定した。 
【結果】妊娠の全期間を通じて中大脳動脈の AT は短く、妊娠進行による明らかな変化は認めなかっ
た。臍帯動脈では中大脳動脈に比べ有意に延長していたが、妊娠進行に伴い、短縮した。下行大動脈
でも中大脳動脈に比べ同様に有意に長かったが、妊娠末期には下行大動脈と臍帯動脈との差が縮小し
た。 
【結論】血流速度波形上における AT は血管によって有意な差があることが明らかとなった。 
全妊娠期間中を通じて AT が短かったのは中大脳動脈であった。これは中大脳動脈が主に左心室駆出
血を受けていることによる可能性が考えられた。一方、下行大動脈においては、両心室の駆出血を受
けとめるという特性に由来する多峰化現象の頻度が妊娠の進行により上昇するため、AT の定義の再
検討が必要であると考えられた。AT は心収縮力だけでなく、血管壁の弾性抵抗や血液の粘度に加え、
末梢臓器の血管抵抗など多様な因子の反映と考えられ、特に下行大動脈以下では両心室の駆出血の混
合するのも、その評価上考慮すべきであると考えられた。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
超音波パルスドプラ法が胎児管理に用いられて久しいが、臨床的に頻用されている動脈血流波形で
は、一部動脈で収縮期速度が用いられているほか、超音波入射角に依存しない速度指標が評価に供さ
れているのみである。昨今の血流速度信号の精度向上を考慮すると、新しい評価法の確立により更な
る胎児情報取得の可能性があることを背景として本研究は行われた。 
本研究では、拡張末期最低速度点と収縮期最高速度点とを決定し、その間の時間を血流加速時間
(Acceleration time 以下 AT)と定義した。中大脳動脈、胎児下行大動脈、臍帯動脈の胎児側・胎盤
側において AT を計測し、妊娠の進行ならびに部位による変化を明らかにすることを目的とし、妊娠
18 週から 40 週の正常単胎妊婦 70例を対象として、検討が行われている。 
その結果、妊娠全期間を通じて中大脳動脈の AT は短く、妊娠の進行による明らかな変化を認めな
かったこと、臍帯動脈では中大脳動脈に比べ有意に延長していたが、AT 自体は妊娠進行に伴い短縮
したこと、下行大動脈でも中大脳動脈に比べ有意な延長がみられたが、妊娠末期には下行大動脈と臍
帯動脈との差が縮小したことを明らかとしている。 
これらの結果から、著者は、AT は胎児動脈により、有意な差があることを明らかとした。このこ
とには、全妊娠期間を通じて AT が短く安定していた中大脳動脈では、胎児期においても主に左心室
駆出血を受けている一方、下行大動脈においては両心室の血液を受けること、更には後者の主たる標
的器官である胎盤の血管抵抗が大きく変化することなどが関与していると考察している。さらに、AT
は心収縮力だけでなく、血管壁の弾性抵抗や血液の粘度に加え、末梢臓器の血管抵抗など多様な局所
因子を反映する可能性が考えられ、新しい胎児評価法としての可能性を指摘している。 
胎児動脈血流波形の AT の生理的・臨床的意義は不明な点が多く、パルスドプラ法導入以降わずか
に報告されているのみである。本研究により、著者が、胎児各血管においてその値に差異があること
とともに胎児成熟過程における変化を明らかにしたことは、病的状態にある胎児の局所血圧の評価な
どの可能性を開くものであり、博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判定された。 
 
 
 
 
